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下
水
道
は
、
市
街
地
中
心
部

を
「
公
共
下
水
道
」、
比
較
的
人

家
の
ま
ば
ら
な
周
辺
部
を
「
合

併
処
理
浄
化
槽
」、農
村
部
を
「
農

業
集
落
排
水
」
と
３
つ
の
処
理

方
法
で
そ
れ
ぞ
れ
整
備
す
る
区

域
を
定
め
、
排
水
処
理
を
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域

で
は
、
住
宅
の
新
築
や
増
改
築

な
ど
に
合
わ
せ
て
設
置
を
希
望

す
る
人
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
区
域
で
は
、

市
内
全
15
処
理
区
で
整
備
が
完
了

し
、
約
90
㌫
の
家
庭
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
に
よ
り
、
適
正
な
維
持
管

理
が
行
わ
れ
、
農
村
環
境
と
農
業

用
用
排
水
路
な
ど
の
水
質
が
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
認
可
区
域
を
拡
大

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成

24
年
度
末
で
、
事
業
認
可
を
受

け
た
４
８
５
㌶
の
う
ち
約
93
㌫

の
４
５
１
㌶
で
整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
回
、
平
成
26
年
度

か
ら
31
年
度
の
整
備
計
画
区
域

と
し
て
新
た
に
、
２
６
２・
３
㌶

を
事
業
認
可
区
域
と
し
て
拡
大

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
認
可
拡
大
の
対

象
区
域
に
住
ん
で
い
る
家
庭
で

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
交
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
は
計
画
に
沿
っ

て
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

整
備
に
は
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
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P５

P６

P７

P９

P12

快
適
な
生
活
に
必
要
な
下
水
道

快適な生活に必要な

下水道

自転車をもっと活用

しよう

信頼の証「環境王国」

など

保育園見学会開催 /

指定学校の変更など

おもちゃとおもちゃ

かえっこなど

乗って残そう越美北

線など

まつりで「おおの」

の秋を満喫

豊かな実りを収穫
　宮中で行われる新

にいなめさい

嘗祭に
供える献

けんこくあわ

穀粟の抜
ぬき ほ

穂式が９
月11日、橋爪で行われまし
た。奉耕者の大石貴之さん
と刈

かり め

女姿の孫たちや関係者
が豊かに実った穂を慎重に
刈り取りました。（写真は孫
の大石美咲さん）

　

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
炊
事
や
洗
濯
な
ど
に
た
く
さ

ん
の
水
を
使
い
、
排
水
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
活
排
水
や
し

尿
を
集
め
て
、
き
れ
い
に
し
て
自
然
界
に
戻
す
の
が
下
水
道
で
す
。

　

下
水
道
に
は
、
汚
れ
た
水
が
川
や
側
溝
に
流
れ
る
の
を
防
ぎ
、

川
な
ど
を
保
全
す
る
役
割
と
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
で
、
生

活
環
境
を
改
善
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

今月の国民の祝日

14日月　体育の日
　　 国旗を掲げましょう
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公
共
下
水
道
へ
の

　
　
　
　

接
続
は
早
め
に

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
利

用
が
可
能
に
な
っ
た
日
か
ら
一
定

期
間
内
に
自
宅
の
排
水
管
を
公
共

下
水
道
に
つ
な
ぐ「
排
水
設
備
工

事
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。
台
所
、

浴
室
、
洗
面
所
、
洗
濯
機
な
ど
か

ら
出
る
排
水
は
１
年
以
内
に
排
水

設
備
工
事
を
、
く
み
と
り
式
ト
イ

レ
は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定
し

た「
指
定
工
事
店
」に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　

下
水
道
の
整
備
は「
名
水
の
ま

ち
」で
あ
る
本
市
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
下
水
道
事
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
適
正
に

　

現
在
、
浄
化
槽（
単
独
・
合
併

処
理
）を
設
置
し
て
い
る
家
庭
は
、

適
正
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な

い
と
、
排
水
が
処
理
さ
れ
な
い
ま

ま
川
へ
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。

○
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
登
録
・

許
可
業
者
と
の
契
約
が
必
要
で
す

市
内
登
録
・
許
可
業
者

　

大
野
衛
生
設
備
㈱

　
（
☎
65
・
５
６
０
０
）

　
(

有)

こ
だ
ま
衛
生
社

　
（
☎
66
・
３
０
２
７
）

　

(

有)
三
番
環
境

　
（
☎
66
・
２
９
３
５
）

○
浄
化
槽
は
年
１
回
法
定
点
検
が

必
要
で
す

県
内
指
定
検
査
機
関

　
（
一
財
）北
陸
公
衆
衛
生
研
究
所

　
（
☎
０
７
７
６
・
22
・
０
４
９
１
）

問　

上
下
水
道
課

　

下
水
道
建
設
管
理
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
６
５
５
２
）

公
共
下
水
道
事
業

審
議
会
の
委
員
を
募
集

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
調
査
や

審
議
を
行
う
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人

任
期　

平
成
25
年
12
月
か
ら
２

　

年
間

会
議　

平
日
の
昼
間
か
夜
間
に
年

　

２
回
程
度
開
催
予
定

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

　

上
の
人
で
、
下
水
道
事
業
や
公

　

共
用
水
域（
河
川
や
海
域
、　

公

　

共
に
使
わ
れ
る
水
路
な
ど
）の

　

保
全
に
関
心
が
あ
る
人

応
募
方
法　

上
下
水
道
課
に
履
歴

　

書
を
郵
送
か
持
参
で
提
出

締
切　

10
月
28
日
月
午
後
５
時

　
　
（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

問　

上
下
水
道
課

　

下
水
道
普
及
経
営
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
６
５
５
５
）

　

〒
９
１
２-

０
０
１
１

　

大
野
市
南
新
在
家
28-

３-

２

公共下水道事業認可区域とは

　公共下水道整備計画は、長期にわた
ることから、おおむね５年ごとに整備
実施区域を定め、国に申請し、公共下
水道事業で整備することを認められた
区域
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本
年
３
月
に
策
定
し
た
市
の
自

転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
目
標
は「
自
転
車
を
使
っ
た

人
と
道
路
が
結
ぶ
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。

　

目
標
を
支
え
る
基
本
方
針
は
次

の
４
つ
で
す
。

▽
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
空
間

　

の
創
出

▽
自
転
車
を
活
用
し
た
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ

　

参
加
の
拡
大

▽
公
共
交
通
と
自
転
車
の
連
携
、

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
回
遊

　

性
の
向
上

▽
自
転
車
利
用
者
の
安
全
意
識
の

　

啓
発

　

計
画
に
沿
っ
て
、
道
路
空
間
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
駐
輪
場

な
ど
を
整
備
す
る
と
共
に
、
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
公
募
で
決
定
し
た

市
独
自
の
自
転
車
路
面
表
示（
自

転
車
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）の
優
秀
作

品
を
表
彰
し
ま
し
た
。
選
考
委
員

長
の
福
井
工
業
大
学
池
田
岳
史
教

授
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
に
大
野
ら
し

さ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

ポ
イ
ン
ト
と
し
、
市
内
の
学
生
の

意
見
も
反
映
し
た
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
の

情
報
発
信
に
利
用
す
る
な
ど
、
路

面
表
示
以
外
の
活
用
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環

境
の
創
出
に
向
け
て
」と
題
し
た

基
調
講
演
で
は
、
国
土
交
通
省
の

松
浦
利
之
調
整
官
か
ら
、
自
転
車

利
用
の
国
内
の
現
状
や
海
外
の
実

態
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
自
転

車
と
歩
行
者
や
自
動
車
を
分
離
し

た
事
例
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
自

転
車
利
用
者
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
福
井
工
業
大
学
和
田
章
仁
教

授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

迎
え
、
自
転
車
に
関
係
す
る
参
加

者
が「
自
転
車
利
用
の
促
進
に
つ

い
て
」意
見
を
交
換
し
、

　

手
軽
で
身
近
な
交
通
手
段

で
あ
る
自
転
車
を
、
健
康
づ

く
り
や
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
す
る
こ
と

　

最
新
の
機
能
を
持
つ
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
整
備
な
ど
先

進
事
例
を
取
り
入
れ
る
こ
と

　

自
転
車
利
用
者
が
交
通
安

全
に
取
り
組
む
こ
と

　

平
成
30
年
に
開
催
さ
れ
る

福
井
国
体
の
自
転
車
競
技
を

市
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
て
行
動
す
る
こ
と

な
ど
の
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

問　

建
設
整
備
課
建
設
整
備
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
３
）

自
転
車
を

も
っ
と
活
用
し
よ
う

　

８
月
25
日
、
結
と
ぴ
あ
で﹁
大
野
市
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
１
０
０
人
の
市

民
は
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
自
転
車
を
活
用

し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

み
ん
な
で
取
り
組
む

４
つ
の
柱
で
推
進

情
報
発
信
に
も
活
用

事
例
か
ら
学
ぶ
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市
で
は
、
本
年
４
月
１
日
に

「
環
境
王
国
」に
認
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、「
越
前
お
お
の
産
」産
地

保
証
制
度
や「
越
前
お
お
の
里
の

恵
み
」認
証
制
度
に
登
録
さ
れ
た

農
林
産
物
や
市
内
で
採
れ
た
農
林

産
物
な
ど
を
使
用
し
た
加
工
食
品

を
対
象
に
、
環
境
王
国
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
使
用
基
準
な
ど
を
定
め
ま

し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
環
境
王
国
で

生
産
・
製
造
さ
れ
る
農
林
産
物
や

加
工
食
品
に
の
み
認
め
ら
れ
る
、

安
心
・
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
の
証
で

あ
り
、
越
前
お
お
の
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
発
信
や
販
路
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
く
も
の
で
す
。

　

環
境
王
国
事
務
局（
米
・
食
味

鑑
定
士
協
会
、
大
阪
市
）で
は
、

農
林
産
物
や
そ
の
加
工
食
品
を
販

売
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に

関
す
る
費
用
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
、
農
業
農
村

振
興
課
ま
た
は
越
前
お
お
の
農
林

樂
舎
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
農
村
振
興
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
４
）

　

越
前
お
お
の
農
林
樂
舎

　
（
☎
66
・
１
１
４
１
）

信
頼
の
証
「
環
境
王
国
」

「
大
野
城
下
軽
ト
ラ
野
菜
市
」

参
加
者
大
募
集

七間朝市～みんな感謝の日曜日～

　

普
段
か
ら
利
用
し
て
い
る
軽
ト
ラ
で
、
自
慢

の
農
林
産
物
を
販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
23
日
土
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ（
南
側
）駐
車
場

対
象　

▽
市
内
で
農
林
産
物
を
生
産
す
る
個
人
、

　

法
人
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
▽
本
市
と
ゆ
か
り

　

の
あ
る
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
法

　

人
、
団
体
で
農
林
樂
舎
が
認
め
た
も
の

募
集
台
数　

20
台（
先
着
）

参
加
料　

１
０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

締
切　

10
月
18
日
金
午
後
５
時

問　

越
前
お
お
の
農
林
樂
舎（
☎
66
・
１
１
４
１
）

クマに注意！！
　本年度は、クマが大量出没する可能性は高くないと報
告されていますが、クマによる被害を防ぐため、次のこ
とに気を付けてください。
○外出時には、鈴など音の出るものを持って出掛ける
○カキ、クリ、生ごみなどクマの餌になるものを除去する
○早朝や夕方、夜間の散歩やジョギングは特に注意する
出会ってしまったら
　　騒がず、走らず、ゆっくり後退しましょう
襲ってきたら
　　地面に伏せ、両手を首の後ろに組んで頭と首を守り
　ましょう
問　農林整備課林政係（☎66・1111内線323）

日時　10月13日日午前７時〜11時
内容
　○朝市お買い物券販売　
　　　日ごろの利用に感謝し、お得なお買い物券を100
　組限定で販売します
　　お買い物券　１組500円（100円券６枚つづり、
　　　当日のみ有効）
　　販売方法　当日午前７時から会場受付で販売
　○米ふかしの実演と配布　
　　　当日の朝市商品購入者に、昔懐かしい「米ふかし」
　を無料配布します
　○七間朝市「出店無料体験」
　　　朝市に出店してみたい、体験してみたい人を対

　　象に「出店無料体験」を実施します。体験を希望
　する人は気軽に問い合わせてください
　　時間　午前７時〜11時
　　対象　県内在住者
　　販売品目　野菜・加工品・手作り雑貨など※加工
　　品の販売は営業許可を持つ人に限ります
　　申込締切　10月９日水
問　朝市出荷組合（☎69・9520）平日の午前中のみ
　　山田組合長（☎090・8265・5846）
　　農業農村振興課農業振興係（☎66・1111内線316）

　七間朝市を支えていただいている全ての人に、感謝
の気持ちを伝えるイベントを開催します。

環境王国ロゴマーク
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第
50
回
奥
越
ふ
れ
あ
い

駅
伝
大
会
参
加
者
募
集

日
時　

11
月
17
日
㊐
午
前
８
時
30

　

分
か
ら（
雨
天
決
行
）

場
所　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
特
設

　

周
回
コ
ー
ス

種
目　

距
離
別
男
女
別
、
職
場
単

　

位
な
ど
６
部
門
と
小
学
生
の
部

参
加
資
格　

１
～
６
部
門
は
中
学

　

生
以
上
、
７
～
９
部
門
は
大
野

　

市
、
勝
山
市
の
小
学
４
～
６
年
生

参
加
料　

一
般
チ
ー
ム
１
５
０
０

　

円
、
中
学
生
チ
ー
ム
１
０
０
０

　

円
、
小
学
生
チ
ー
ム
５
０
０
円

　
（
保
険
代
込
み
）

申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
課
か
各
公

　

民
館
に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ス
ポ

　

ー
ツ
課
に
申
し
込
む
。
申
込
書

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

入
手
で
き
る

締
切　

10
月
25
日
金

問　

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
１
）

　市教育委員会では、来春、小学校や中学校に入学す
る児童や生徒に、10月には就学時健康診断の案内を、
２月には入学する学校の指定通知を送ります。
　次のいずれかに該当する場合、保護者は指定学校の
変更を申請できます。変更が許可される期間や必要な
書類は、申請の理由によって異なります。詳しくは、
問い合わせてください。
途中転居
　　入学後に転居することが決まっていて、転居前の
　学校へ通学を希望する場合で、通学に支障がないとき
転居予定
　　住宅の新築、改築、売買などで、転居することが
　決まっていて、転居予定地の学校へ通学を希望する
　場合で、通学に支障がないとき
昼間留守家庭
　　現住所に昼間保護者がいない家庭で、預かり先や

　両親の勤務先がある校区の学校を希望するとき
身体的理由
　　病気などの身体的理由で、通学や通院に配慮する
　必要があるとき（兄弟姉妹についても配慮する）。医
　師の診断書など事実確認できる書類が必要
教育上の配慮
　　家庭の事情や不登校、いじめなどで、変更するこ
　とを教育委員会が適当であると認めるとき。学校長
　の意見書などが必要
通学距離
　　通学距離が小学校でおおむね２㌔、中学校でおお
　むね４㌔を超える場合で、著しく通学距離が短縮さ
　れるとき
　このほか、変更の必要性を教育委員会が認めたとき
には、変更することができます。（要申請）
問　教育総務課指導係（☎66・1111内線522）

保
育
園
の
見
学
会
を
開
催

　

来
年
度
、
保
育
園
に
入
園
を
希

望
す
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象

に
、
市
内
全
て
の
公
立
・
民
間
保

育
園
で
見
学
会
を
行
い
ま
す
。
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
保

育
園
を
選
ぶ
際
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

見
学
会
以
外
の
日
で
も
見
学
で

き
ま
す
の
で
、
各
保
育
園
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

入
園
の
申
し
込
み
は
11
月
か
ら

で
す
。
詳
し
く
は
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
⺼
～
25
日
㊎
午

　

前
９
時
30
分
～
11
時

問　

福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家
庭
係

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
４
３
）

園　　　名 電　話 所　在　地 定員（人）

（公立）春日保育園 66・4005 日吉町 24-6 75
（公立）あかね保育園 66・5273 水落町 7-24 80

（公立）荒島保育園 66・4103 蕨生 126-29 30

（公立）阪谷保育園 67・1070 伏石 11-14 25
（公立）和泉保育園 78・2812 朝日 25-7 20
（民間）いとよ保育園 66・3848 清和町 710 100

（民間）上庄保育園 64・1217 稲郷 43-5 90

（民間）いなやま保育園 66・0038 篠座 94-39 90
（民間）誓念寺保育園 65・6167 中荒井町二丁目824 120
（民間）亀山保育園 65・1104 水落町 3-35 60
（民間）開成保育園 65・1103 新庄 5-15-2 150
（民間）誓念寺中野保育園 65・6166 東中野二丁目603 140
（民間）篠座保育園 65・6570 篠座 74-32 60

全園で、延長保育、一時預かり保育、障害児保育を行います。
誓念寺保育園では休日保育を行います。
荒島保育園は、平成26年４月から富田幼稚園の所在地（上野42-17）へ移転します。

　市教育委員会では、来春、小学校や中学校に入学す
る児童や生徒に、10月には就学時健康診断の案内を、

　両親の勤務先がある校区の学校を希望するとき
身体的理由

指定学校の変更は申請を

6 2013.10　広報おおの



日
時　

10
月
27
日
㊐
午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

30
分

場
所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

　

Ｖ
ｉ
ｏ

内
容　

遊
ば
な
く
な
っ
た
お
も

　

ち
ゃ
、
絵
本
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、

　

グ
ッ
ズ
な
ど
を
持
ち
寄
り「
か

　

え
っ
こ
バ
ン
ク
」で
ポ
イ
ン
ト

　

に
交
換
。
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

　

で
、
気
に
入
っ
た
お
も
ち
ゃ
と

　

交
換
で
き
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
が

　

な
く
て
も
、
お
手
伝
い
な
ど
を

　

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

　

ま
す
。

　

※
壊
れ
て
い
る
物
や
、
汚
れ
て

　

い
る
物
、小
さ
な
ぬ
い
ぐ
る
み
、

　

笛
な
ど
口
に
入
れ
る
物
は
受
け

　

付
け
で
き
ま
せ
ん

○
お
も
ち
ゃ
の
事
前
募
集

　

各
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
集
め
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。
提
供
し
た
人
に
は
、
当

日
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
内

外
の「
か
え
っ
こ
」で
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

受
付
時
間　

正
午
～
午
後
６
時

　
（
㊐
、
祝
日
は
休
館
）

○
お
も
ち
ゃ
病
院
開
設

　

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
当
日
、
お

も
ち
ゃ
の
無
料
修
理
を
行
う
、
お

も
ち
ゃ
病
院
を
開
設
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

受
付
件
数　

20
件（
先
着
）

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
市
内
の
親
子

や
小
学
生
・
中
学
生
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
・
高
校
生
た
ち
が
、
お

も
ち
ゃ
の
査
定
や
レ
ジ
な
ど
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
ま
す
。

問　

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
66
・
０
９
１
２
）

竹
あ
か
り
に
包
ま
れ
て

五
番
夜
市
を
開
催

日
時　

10
月
５
日
土
午
後
５
時
～

　

９
時
、
６
日
㊐
午
前
10
時
～
午

　

後
８
時

場
所　

五
番
通
り

内
容　

昭
和
の
初
期
ま
で
開
催
さ

　

れ
て
い
た「
夜
市
」を
復
活
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
テ
ン
ト

　

市
、
竹
の
オ
ブ
ジ
ェ
展
示
な
ど

問　

市
観
光
協
会

　
（
☎
65
・
５
５
２
１
）

　

五
番
商
店
街
振
興
組
合

　
（
☎
66
・
５
５
９
７
）

　
使
え
る
け
れ
ど
、
も
う
遊
ば
な
く
な
っ
た「
お
も
ち
ゃ
」は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
ん
な「
お
も
ち
ゃ
」を
持
ち
寄
っ
て
、
み
ん
な
で
換
え
っ
こ
し

ま
せ
ん
か
。

スロウ・トリップ

お
も
ち
ゃ
と
お
も
ち
ゃ

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル

　ゆっくりと流れる静かな時間、木のぬくもりを感
じる落ち着いた空間、爽やかな秋の高原で素敵な出
会いがあなたを待っています。
日時　11月３日日文化の日午前 11時〜午後４時
場所　スターランドさかだに
　　女性参加者は、次の場所から送迎バスを利用して
　ください。ＪＲ越前大野駅前（午前10時15分発）、城
　下町東広場駐車場（午前10時20分発）
対象　20歳以上の独身者（男性参加者は、婚活力ス
　テップアップセミナー受講者、市民を優先します）
定員　男女各20人（先着）
参加料　男性3000円、女性2000円
内容　自己紹介（個人対面式）、そば打ち体験、恋愛カ
　ウンセラーのショートレクチャー、フリータイム、
　カップリングタイム
申込方法　電話かファクス、電子メール、郵送で、氏
　名、住所、電話番号、生年月日、職業を連絡する。後
　日、詳細なスケジュールを郵送

締切　10月25日㊎
問　福祉こども課こども家庭係
　（☎66・6631内線 143　FAX66・0294）
　電子メール　fukusi@city.fukui-ono.lg.jp

～秋の高原へ素敵な出会いを
みつけにきませんか～
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市
長
賞

　

前
川
敬
一
郎
（
洋
画
）

　

斉
藤
翔
山
（
日
本
画
）

　

都
竹
賢
二
（
彫
刻
・
工
芸
）

　

黒
谷
恵
翠
（
書
道
）

　

中
西
俊
夫
（
写
真
）

市
議
会
議
長
賞

　

朝
日
静
文
（
洋
画
）

　

中
野
清
子
（
日
本
画
）

　

佐
藤
昭
司
（
彫
刻
・
工
芸
）

　

長
谷
川
祐
竹
（
書
道
）

　

西
山
栄
造
（
写
真
）

教
育
委
員
会
賞

　

門
前
幸
夫
（
洋
画
）

　

松
田
清
一
郎
（
日
本
画
）

　

川
瀬
登
喜
子
（
彫
刻
・
工
芸
）

　

安
居
幸
恵
（
書
道
）

　

島
田
晴
司
（
写
真
）

文
化
協
会
賞

　

木
村
佳
子
（
洋
画
）

　

小
松
は
る
み
（
日
本
画
）

　

真
柄
喜
代
司
（
彫
刻
・
工
芸
）

　

尾
山
藍
珠
（
書
道
）

　

田
中
和
昭
（
写
真
）

福
井
新
聞
社
賞

　

石
田
秋
桜
（
書
道
）

　

高
津
玲
那
（
書
道
）

　

坂
本
英
継
（
写
真
）

　

佐
々
木
誠
（
写
真
）

　

前
田
繁
雄
（
写
真
）

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞

　

由
田
実
（
写
真
）

無
鑑
査
特
別
賞

　

中
村
澄
子
（
日
本
画
）

問　

文
化
課
文
化
係

　
（
☎
66
・
５
４
１
０
）

第
34
回
市
美
術
展

　

８
月
28
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
、
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
で
市
美

術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人
か
ら
一
般
・

無
鑑
査
合
わ
せ
て
２
８
５
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
し
た
人
は

次
の
と
お
り
で
す
。

伝統的民家の新築や改修に助成
平成26年度助成金の希望調査

　市では、良好な景観の形成を図るため、基準に適合
した伝統的民家の新築や改修に助成を行っています。
平成26年度（平成26年４月〜平成27年３月）に新築や
改修を行う予定があり、助成を希望する人は、10月
31日㊍までに都市計画室に相談してください。相談の
際は、建物の現況が分かる写真を持参してください。
助成希望者が多い場合、対象者の選定を行います。

主な助成の制限（共通事項）
　 ▽対象物件は市が定める基準を満たすものとします
　 ▽施工業者は市内の業者とします ▽屋根のみの改修
　は対象としません ▽10年間は保守や管理に努めるも
　のとします
問　建設整備課都市計画室計画景観係
　（☎66・1111内線353）

　中心市街地で、「町家型住宅」を新築・改修する場合に外観工
事費の一部を助成します。

まちなか町家暮らし支援事業
　中心市街地以外で、「町家型住宅」か「農家型住宅」を新築・
改修する場合に外観工事費の一部を助成します。

越前おおの伝統的民家普及促進事業

助成対象 種別 助成金額

町家型住宅
農家型住宅

新築 外観工事費の２分の１
限度額100万円

改修 外観工事費の２分の１
限度額200万円

※角地の町家型住宅については、補助限度額が新築
125万円、改修250万円になります

【農家型住宅の例】

【町家型住宅の例】

助成対象 種別 助成金額

町家型住宅
（店舗含む）

新築 外観工事費の２分の１
限度額100万円

改修 外観工事費の２分の１
限度額200万円

町家型
共同住宅 新築

外観工事費の２分の１
限度額400万円
（１戸当たり50万円限度）

※角地の町家型住宅については、補助限度額が新築
125万円、改修250万円になります（共同住宅は除く）
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乗
っ
て
残
そ
う
越
美
北
線

～
鉄
道
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
～

　

越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
で
は
、
越
美
北
線

利
用
促
進
の
た
め
、
鉄
道
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
特
別

列
車
と
し
て
、
午
前
９
時
８
分
福
井
駅
発
、
10
時
２
分
越
前
大
野
駅
着

の
便
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
３
両
を
連
結
し
て
運
行
し
ま
す
。

ＪＲ越美北線ふれあい市民号で行く京都散策と八ツ橋手作り体験

日
時　

10
月
12
日
土
・
13
日
日
午

　

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅

内
容

　

・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
特
別
運
行

　

・
子
ど
も
駅
長
記
念
撮
影
会

　

・
軌
道
自
転
車
の
乗
車
体
験

　

・
観
光
駅
長
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

　

・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
　

と
行
く「
ま
ち
な
か
ウ
オ
ー
ク
」

　

・
越
前
お
お
の
４
酒
蔵
巡
り
切

　
　

符
の
配
布

　

・
特
産
品
販
売

　

・
越
美
北
線
利
用
促
進
啓
発
品

　
　

配
布

特
別
企
画

　
越
前
大
野
駅
発

　
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
月
日　

10
月
12
日
土
・
13
日
日

　
定
員　

各
15
人
（
先
着
）

　
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

　
受
付
期
間　

10
月
１
日
火
午
前

　
　

10
時
～
10
日
木
正
午

　
そ
の
他　

サ
ト
イ
モ
堀
り
体
験

有
り
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
る

問　

越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗

　

る
運
動
を
進
め
る
会

　

事
務
局
（
市
民
生
活
課
内
）

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
２
）

終
着
駅
サ
ミ
ッ
ト
in
城
端
エッ
セ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

国
道
４
７
６
号
の
街
路
樹
を

ま
き
材
と
し
て
無
料
配
布

　

県
で
は
、
一
般
国
道
４
７
６
号

（
六
間
通
り
）の
歩
道
拡
幅
工
事
に

伴
っ
て
、
街
路
樹
の
ケ
ヤ
キ
を
撤

去
し
ま
し
た
。
撤
去
し
た
ケ
ヤ
キ

を
ま
き
材
（
枝
・
幹
、
長
さ
40
㌢

の
玉
切
り
）
と
し
て
、
希
望
す
る

人
に
抽
選
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

配
布
予
定
日　

10
月
25
日
金
午
後

１
時
～
４
時

配
布
場
所　

抽
選
後
、
当
選
者
に

電
話
連
絡

配
布
要
件　

▽
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
▽
１
家
族
に
つ
き
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
平
積
み
１
杯
程
度

ま
で
▽
積
み
込
み
、
運
搬
が
で

き
る
人
▽
配
布
予
定
日
時
に
配

布
場
所
に
受
け
取
り
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
人
▽
転
売
目
的
に

は
配
布
し
な
い

配
布
数
量　

軽
ト
ラ
ッ
ク
30
杯
程
度

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
県
奥
越
土
木
事

務
所
道
路
保
全
課
に
直
接
持
参

す
る
。
申
込
書
は
、
県
奥
越
土

木
事
務
所
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
る

受
付
期
間　

10
月
７
日
月
～
17
日

木
の
平
日
午
前
８
時
～
午
後
５

時
15
分

抽
選
日　

10
月
18
日
金

問　

県
奥
越
土
木
事
務
所
道
路
保

全
課
（
☎
66
・
８
１
３
６
）

　

第
１
回
終
着
駅
サ
ミ
ッ
ト
が
、

11
月
30
日
富
山
県
南
砺
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

鉄
道
の
終
着
駅
に
関
す
る
エ
ッ

セ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
越
美

北
線
の
終
着
駅
「
九
頭
竜
湖
駅
」

の
こ
と
や
、
他
の
終
着
駅
で
思
い

出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

エ
ッ
セ
ー
に
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

テ
ー
マ　

鉄
道
の
旅　

終
着
駅
に

関
す
る
こ
と
（
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

締
切　

10
月
31
日
木
（
必
着
）

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
南
砺
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

送
付
先　

〒
９
３
２‒

０
２
３
１

　

富
山
県
南
砺
市
山
見
京
願

　

１
７
３
９‒

２　

ア
ス
モ
２
階

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
と
元
気

　

終
着
駅
サ
ミ
ッ
ト
エ
ッ
セ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
（
☎
０
７
６
３
・
82
・
５
０
６
８
）

問　

市
民
生
活
課
市
民
く
ら
し
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
２
）

　市と「越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会」
では、越美北線の利用を促進するため「ふれあい市民
号」を運行します。いろいろな路線を乗り継いで、鉄
道ならではの旅を楽しみましょう。
日時　11月10日日午前７時37分ＪＲ越前大野駅出発、
午後７時12分同駅着
行先　京都タワー～昼食（ランチバイキング）～井筒
屋八ツ橋本舗（八ツ橋手作り体験）～錦市場

対象　市民（小学生以下は保護者同伴）
定員　30人（先着）
参加料　中学生以上１万2000円（小学生以下は問い
合わせる、昼食・体験料含む）
締切　10月25日金
その他　申し込み方法など詳しくは、問い合わせる。
　旅行業者が催行し、添乗員が同行します。費用の一
部は市が負担しています

問　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会事務局（市民生活課内☎66・1111内線292）

３両特別運行は「越前大野駅」まで
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難
病
治
療
に見

舞
金
を
支
給

　

市
で
は
、
特
定
疾
患
な
ど
で
治

療
が
必
要
な
人
に
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
疾
患
▽
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
の
対
象
全
56
疾
患
▽
心
臓

疾
患
そ
の
他
先
天
性
内
臓
疾
患

（
18
歳
以
下
）
▽
慢
性
腎
炎
（
完

治
の
見
込
み
が
無
く
、
週
２
回

以
上
の
透
析
が
必
要
な
人
）

条
件　

対
象
の
疾
患
で
６
カ
月
以

上
入
院
ま
た
は
通
院
し
て
治
療

を
受
け
て
い
て
、
１
年
以
上
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

申
請
期
間　

10
月
１
日
火
～
31

　

日
木

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
書
と
請
求
書

　

②
医
師
の
診
断
書
（
特
定
疾
患

　
　

の
場
合
は
特
定
疾
患
医
療
受

　
　

給
者
証
の
写
し
、
慢
性
腎
炎

　
　

の
場
合
は
特
定
疾
病
療
養
受

　
　

領
証
の
写
し
が
あ
れ
ば
必
要

　
　

な
い
）

　

③
印
鑑
と
通
帳
の
コ
ピ
ー

　
　
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
不
可
）

※
①
、
②
の
用
紙
は
、
福
祉
こ
ど

も
課
で
入
手
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

見
舞
金
支
給
額　

年
間
（
一
括
）

　
　

３
万
３
０
０
０
円

　

申
請
を
受
け
て
か
ら
結
果
を
通

知
し
ま
す
。
見
舞
金
の
支
給
は
12

月
以
降
に
な
り
ま
す
。
全
56
疾
患

の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
こ
ど
も
課
社
会
福
祉
係

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
５
３
）

お
と
な
の
歯
科
無
料
診
断

期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

対
象　

18
歳
以
上
の
県
民

受
診
方
法　

希
望
す
る
実
施
歯
科

医
院
に
「
お
と
な
の
無
料
歯
科

診
断
で
す
」
と
事
前
に
電
話
で

申
し
込
む
。実
施
歯
科
医
院
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す

受
診
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険

証
や
運
転
免
許
証
な
ど
年
齢
が

確
認
で
き
る
も
の（
妊
産
婦
は
、

母
子
健
康
手
帳
も
必
要
）

そ
の
他　

健
診
の
結
果
、
治
療
が

必
要
な
場
合
は
、
自
己
負
担
金

が
必
要

問　

県
健
康
増
進
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
５
０
）

　

市
で
は
10
月
か
ら
、
65
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
を
受
け
、
積
極
的

な
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

10
月
１
日
火
～
平
成
26
年

　

２
月
28
日
金

接
種
可
能
な
市
内
医
療
機
関

　

▽
阿
部
病
院

　

▽
臼
井
眼
科
医
院

　

▽
尾
崎
病
院

　

▽
尾
崎
整
形
外
科

　

▽
米
野
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

　

▽
高
井
医
院

　

▽
栃
木
産
婦
人
科
医
院

　

▽
鳥
山
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

　

▽
広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

▽
弘
川
医
院

　

▽
広
瀬
病
院

　

▽
松
田
医
院

　

▽
松
田
病
院

　

▽
薬
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

▽
安
間
整
形
外
科
医
院

　

▽
山
川
医
院

　

▽
渡
辺
医
院

　

▽
和
泉
診
療
所

対
象　

▽
接
種
す
る
日
に
65
歳
以

上
で
、
接
種
を
希
望
す
る
人
▽

接
種
す
る
日
に
60
歳
～
64
歳
で

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫

機
能
に
障
害
が
あ
る
人
で
、
主

治
医
が
接
種
を
認
め
た
人
（
主

治
医
に
相
談
が
必
要
で
す
）

自
己
負
担
額　

１
５
０
０
円
（
市

内
一
律
、
補
助
後
の
自
己
負
担

額
。
市
外
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
、
自
己
負
担
額
が
異
な

り
ま
す
）

接
種
方
法　

医
療
機
関
に
電
話
な

ど
で
予
約
し
接
種
を
受
け
る
。

個
人
通
知
は
行
わ
な
い

そ
の
他　

補
助
は
原
則
１
人
１

回
。
治
療
中
の
人
は
、
事
前
に

主
治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
１
３
）

日時　10月12日土午後１時30分～４時
場所　結とぴあ（有終会館）
内容　○健康講演会　「笑う体操」
　　笑いながら、楽しみながら健康を実感しましょう
　　講師　健康アーティスト　己抄呼～Ｍｉｓａｋｏ～
　○健康づくり体験発表
問　健康長寿課健康づくり係（☎65・7333）

健康づくり大会

認知症サポーター養成講座
日時　10月26日土午後１時30分～３時
場所　学びの里「めいりん」
内容　認知症について寸
劇を交えて楽しく分か
りやすく学ぶ

講師　キャラバン・メイト
対象　市民　
定員　50人
受講料　無料
その他　受講者には、地
域で暮らす認知症の人やその家族を温かい目で
見守る「認知症サポーター」の証としてオレン
ジリングを差し上げます

問　県長寿福祉課（☎0776・20・0332）
　健康長寿課介護予防係（☎65・5046）

65
歳
以
上
対
象

　
　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
予
防
接
種
補
助

保健・医療・福祉のお知らせ
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宝くじコミュニティ助成
　高砂町５区と北大野区で、財団法人自治総合センターから宝くじの助成を
受けて備品を購入しました。

祭りに使うみこし、大うちわ、
法被などを購入

新市町村振興宝くじ
オータムジャンボは

　　   県内市町で購入を
　新市町村振興宝くじオータムジャンボの収益金は、
市や町の明るく住みよいまちづくりに使われます。
　県内の市町で購入をお願いします。
○オータムジャンボ　
　１等・前後賞合わせて３億9000万円
○発売期間　10月11日金まで　売切れ次第発売終了
問　（公財）福井県市町振興協会（☎0776・57・1633）

北大野区 高砂町５区

日時　10月19日土正午～午後５時40分
場所　和泉ふれあい会館
内容　邦楽はやし笛方として、長唄、日本舞踊、
歌舞伎などの演奏活動を続ける福原徹さんの
公開レッスンや演奏会。愛好家の発表会
参加料　公開レッスン1500円、発表会参加
　1500円、　演奏会1000円
問　和泉公民館（☎78・2110）

第22回フォーラム青葉の笛 てぬくいまつり

防災倉庫、防災資機材を購入

　温かい雰囲気に包まれて、少し昔の暮らしを思い出し、
作り手と使い手の間に流れる、手のぬくもり＝「結」の
心を感じませんか。大野に残る古き良き手仕事の魅力や
体験を通じて、作り手の思いと文化に触れることのでき
るイベントを開催します。
日時　10月５日土午前10時～午後５時、６日日午前10
　時～午後４時（雨天決行、荒天中止）
場所　奥越ふれあい公園
内容　手作り作品の展示・販売、
　手仕事体験コーナー（ワーク
　ショップ）、飲食コーナー、
　音楽ライブ
入場料　無料
問　てぬくいまつり実行委員会代表　長谷川和俊さん
　電子メール　tenukui@gmail.com
　ホームページ　http://tenukui.cocorobi.jp/
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限定弁当の販売
　「昇竜まいたけにぎり弁当」（800円）
の限定販売。両日100食ずつ

10月26日土・27日日は　まつりで「おおの」の秋を満喫

九
頭
竜
紅
葉
ま
つ
り

化石広場

ふれあい市民号を運行ＪＲ越美北線に乗って紅葉まつりへ

第34回

各種イベント案内
【紅葉市場】
　市内の特産品や新鮮な野菜の即売、マイ
タケ、手打ちそばなど秋の味覚を販売。交
流市町の物産も販売
【紅葉ステージ】
　26日土午前10時から開会式を開催。市
内や近隣市の団体が、太鼓や踊りなどの郷
土芸能を披露
【遊びの広場】
　結の故郷クイズラリー、パコーン教室（リ
ズム遊び）、木ぼっくり体験など
【くらしの情報コーナー】
　乗って実感！交通安全体験コーナー、県
産木材活用木工体験コーナーなど
【その他】
　流木の無料配布、ＪＲ利用者へお買物補
助券配布など

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

九
頭
竜
国
民
休
養
地

問　

九
頭
竜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
☎
78
・
２
１
１
１
）

運行日　10月26日土・27日日
運行時刻　越前大野駅発　午前11時39分
九頭竜湖駅発　午後０時22分、２時33分、４時32分
のいずれか
対象　市民
定員　両日とも60人（先着）
運賃　無料（乗車整理券が必要）

申込期間　10月１日火～17日木
申込方法　市民生活課で申込用紙に必要事項を記入す
ると、その場で乗車整理券を渡します。土、日、祝
日と平日の午後５時15分以降は宿直室で受け付け
ます
問　市民生活課市民くらし係
　（☎66・1111内線292）

トロッコ列車乗車体験

化石発掘体験（100円）
化石ミニセミナー（無料）
化石クイズラリー（無料）

青葉の笛特別体験

　長野発電所の無料見学ツアー。
　まつり期間限定、１日３便（午前10
時30分～、午後１時～、３時～）

発電所見学ツアー

ＪＲ越美北線時刻表

福 井 発 ●8:35 9:08 12:49 14:51

越前花堂 発 9:12 12:53 14:55

越前東郷 発 ●8:45 9:21 13:02 15:05

美 山 発 ●9:00 9:40 13:21 15:25

牛 ヶ 原 発 9:56 13:36 15:41

北 大 野 発 9:59 13:39 15:43

越前大野
着 ●9:15 10:02 13:42 15:46

発 ●9:16 10:15 ★11:39 13:44

越前田野 発 10:19 ★11:43 13:48

越前富田 発 10:22 ★11:46 13:51

下 唯 野 発 10:26 ★11:51 13:55

柿 ヶ 島 発 10:28 ★11:53 13:57

勝 原 発 10:33 ★11:58 14:02

越前下山 発 10:42 ★12:07 14:11

九頭竜湖 着 ●9:41 10:46 ★12:12 14:15

九頭竜湖 発 10:58 ★12:22 ★14:33 ★16:32

越前下山 発 11:02 ★12:27 ★14:37 ★16:36

勝 原 発 11:08 ★12:34 ★14:44 ★16:42

柿 ヶ 島 発 11:13 ★12:38 ★14:49 ★16:47

下 唯 野 発 11:16 ★12:41 ★14:51 ★16:50

越前富田 発 11:20 ★12:45 ★14:55 ★16:54

越前田野 発 11:22 ★12:48 ★14:58 ★16:56

越前大野
着 11:26 ★12:52 ★15:03 ★17:01

発 10:14 11:29 15:05 17:06

北 大 野 発 10:17 11:33 15:08 17:10

牛 ヶ 原 発 10:20 11:36 15:11 17:13

美 山 発 10:34 11:50 15:25 17:27

越前東郷 発 10:53 12:09 15:45 17:46

越前花堂 発 11:02 12:18 15:54 17:54

福 井 着 11:06 12:22 15:58 17:59

越前大野・九頭竜湖駅方面 福井方面

まつり会場行き　九頭竜湖駅発
9:50 10:20,50 11:20,50 12:20 14:20,50 15:30 −

九頭竜湖駅行き　まつり会場発
− 10:20,50 11:20,50 12:10 14:10,50 15:20,50 16:00

★　ふれあい市民号　●　臨時列車無料シャトルバス時刻表

運行協力金100円程度が必要

　「青葉の笛伝説」にちなんだ笛作り
と演奏体験（3000円）



132013.10　広報おおの

10月26日土・27日日は　まつりで「おおの」の秋を満喫

　北陸の小京都「越前おおの」に各地の物産が
集合します。
時間　26日土午前10時～午後５時
　　　27日日午前８時～午後４時
場所　五番通り
内容　各地の物産の展示・販売、三宅嵩さんの
切り絵展、　ＹＯＳＡＫＯＩ、舞妓さん体験
（有料、要予約）、買い物券販売など
問　五番商店街振興組合（☎66・5597）
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～アート＆クラフトフェア～
　全国各地から約80の出店者が集まるクラフ
トマーケットを開催します。
時間　26日土午前10時～午後４時
　　　27日日午前９時～午後３時
場所　寺町通り、七間通り
内容　手作り雑貨などのクラフトマーケット
問　てらまつり実行委員会　猪股さん
　（☎080・3049・7675）

第
23
回越前大野小京都物産五番まつり

三
大
朝
市
物
産
ま
つ
り

第30回

てらまつり
第
16
回

奥越前 秋のスタンプラリー
　10月26日土、27日日は奥越でさまざまなイベント
が開催されます。奥越前観光連盟では大野・勝山両市
の会場を巡るスタンプラリーを開催します。
　それぞれの会場でスタンプを集めると、景品が当た
るゲームにチャレンジできます。
日時　10月26日土・27日日午前10時～午後４時

スタンプ置き場・ゲーム会場　大野市観光協会、勝山
　市うまいもん祭会場（越前大仏）
その他　スタンプラリーの台紙は、市観光協会にあり
　ます。詳しくは、問い合わせてください
問　市観光協会（☎65・5521）


